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市民に開かれたＧ８サミットの開催を求めます 
 

２００７年８月 
２００８年Ｇ８サミットＮＧＯフォーラム 

 
 来年７月に北海道・洞爺湖での首脳サミットを柱とする一連のＧ８閣僚会議が日本で開催されます。私た

ち「２００８年Ｇ８サミットＮＧＯフォーラム」は、貧困・開発、環境、人権・平和などのさまざまなテー

マで市民の声をＧ８会合に届けるために活動を開始しました。いずれのテーマも、国境を越えた地球規模の

課題であり、これらの政策を議論するプロセスは地球規模の市民社会に開かれたものであることが不可欠で

す。開催にあたり、事前準備の段階から、政府による情報公開と意思決定のプロセスの透明性が保証されて

こそ、市民と政府の対話が可能になります。このような観点から、ホスト国としての一連のＧ８会合の開催

のあり方について、以下の通り提言いたします。 
 
（１）一連のＧ８プロセスを、市民に開かれたものとすること 
 

サミットおよび関連閣僚会議にＮＧＯの傍聴と意見表明の機会をご検討ください。 
事前プロセスとして、シェルパおよび関連部局とＮＧＯの定期会合を開催することを求めます。ま

た、政府はその会合での協議結果をＧ８サミットの合意文書案に反映させてください。 
これら事前プロセスを通じて、サミットおよび関連閣僚会議の資料や草案等は、可能な限り早期に

ＮＧＯおよびメディアに公開することを求めます。 
これらＮＧＯへの公開プロセスは、日本のＮＧＯに限らず、開発途上国を含む世界のＮＧＯと市民

社会に対して開かれたものにすることを求めます。 
政府主催のサミット関連会議（例えばシェルパ会合など）にＮＧＯが参加し､意見表明する機会を与

えてください。 
サミット開催期間中､メディアセンターへ､希望するすべてのＮＧＯのアクセスを求めます。 

 
 
（２）一連のＧ８会合開催は、人権および環境に配慮した形で行うこと 
 

警備やテロ対策などの名目で、会場に近い都市、空港等において人権侵害につながるような過剰警

備があってはなりません。とりわけ、外国人やホームレス（野宿者）への不当な取り締まりを行わ

ないよう求めます。 
会議の機会に合わせ各地で開催される、市民団体による様ざまな非暴力の表現活動やパフォーマン

ス、デモやパレードの行進などが自由に行えるよう求めます。 
会議に参加しようとする海外の NGOや市民団体に対して、ビザの発給を速やかにおこない、万が一
にも入国を拒否するようなことがないように求めます。 

国際会議の開催は、参加のための渡航、会議期間中の運営など、膨大な二酸化炭素の排出を伴うほ

か、会場周辺の自然環境に大きな影響を与えます。近年の海外の国際会議では、会議の開催による

二酸化炭素や廃棄物の排出をできるだけ抑え、会議開催に伴う環境破壊のない、環境配慮型会議の

在り方が模索されています。今回のサミット開催に際しても、環境に配慮した会議運営がなされる

ことを求めます。 
 
 
（３）洞爺湖首脳サミットをはじめとする一連の閣僚会議の開催にあたり、先住民族を含む地元市民へ開か

れたプロセスをとること 
 

サミットおよび関連閣僚会議の開催にあたり、地元の市民社会への十分な説明と事前協議を求めま

す。 
洞爺湖畔でのサミット開催にあたっては、とりわけ、北海道の先住民族の人々への十分な説明と事

前協議を求めます。 


